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令和 2 年度第 1 回デ活シンポジウム 

「COVID-19 禍での事業継続体制における『データ利活用の意義』とは何か」 

日時：2020 年 7 月 21 日（火）15:00～17:00 

場所：オンライン開催 

 

はじめに 
下村 健一（令和メディア研究所主宰 / 白鴎大学 特任教授 / 元 TBS キャスター） 

 

 これより令和 2 年度第 1 回デ活シンポジウムを開催いたします。今回のタイト
ルは「COVID-19 禍での事業継続体制における『データ利活用の意義』とは何か」
ということで、メインの進行役は防災科学技術研究所の平田先生に務めていただ
きます。よろしくお願いします。 

 

（平田） よろしくお願いします。今日はデ活のオンラインシンポジウムという
ことで、下村先生と防災科学技術研究所の平田が進行役を務めさせていただきま
す。慣れないところもありますが、わくわく、どきどきしながら、オンラインシ
ンポジウムをお楽しみいただきたいと思います。 

 

（司会：下村） 進行のお手伝いをする私は、令和メディア研究所主宰の下村健
一と申します。定期的に行われているこのシンポジウムの進行をずっと務めさせ
ていただいていますが、随分様相が変わってきました。前回から、コロナ禍での
リモート体制ということで、ウェブを使った配信の形になっていますが、今回は
前回よりもさらにバージョンアップしました。デ活会員の皆さんにはウェビナー
というシステムでご覧いただいており、一般の方にも You Tube LIVE で同じもの
をご覧いただいています。 

 ウェビナーでご覧の皆さんには、インタラクティブの試みとして、この後何度
かこちらからアンケートで質問を投げ掛けます。選択肢がありますので、その際
は、ぜひ全ての方にお答えいただきたいと思います。その他、チャット欄から質
問なども受け付けますので、随時、書き込んでいただきたいと思います。一般の
You Tube LIVE でご視聴の皆さんにはそのシステムはご利用いただけませんが、
ご意見、ご感想がございましたら、後ほどぜひお寄せいただきたいと思います。 
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 このようなシステムですから、去年まで当たり前だった、会場にみんなで集ま
って進めていくスタイルから、その部屋の壁が取れて、日本全国が会場という形
で進めてまいりたいと思います。 
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